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取扱説明書を必ず参照すること 

 医療用品 (05) 副木  

一般医療機器 成形副木 JMDN コード：353540000 

ショルダーハーネス ＳＨＫ－１ 

 

 
 

【形状 ・構造及び原理等 】  

1. 構成及び外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 原理 

ベルトを体に装着し本体を脇に抱えることによって、肩腱板の外転位を維
持する。 

【使用目的又は効果 】  

肩腱板断裂術後の患者が脇を上げた状態(外転位）を無理なく維持でき
る。 

【使用方法等 】  

1. 基本的な使用方法 

1) 外転位の調整 

(1) ショルダーベルトのバックルでベルトの長さを調整すること
により脇の間にある本体の高さが変わり、外転位の調整が
可能になる。 

(2) バックルでベルトの長さを調節する。 

2) 上腕部の固定 

アームベルトで上腕部を固定することで腕の逸脱を防止し、よ
り安全に外転位が保持できる。 

3) 補助ベルトの利用（腕の状態保持が必要な場合） 

(1) 補助ベルトの輪がアームベルトと同じ向きになるようにショ
ルダーベルトに対して十字に装着しホックを留める。 

(2) ベルトの先をベルトループに通す。 

(3) 手首を補助ベルトに通す。 

2. 使用方法等に関連する使用上の注意 

• 出荷時は右腕固定用に組み立てているため、左腕固定の場合
は分解・組立方法にならって左腕固定にしてから使用すること。
（分解・組立方法は取扱説明書を参照すること。） 

• 腕を上げた状態（外転位）が適切な位置であるかを確認してから
使用すること。 

【使用上の注意 】  

1. 重要な基本的注意 

• ベルト等にゆるみ、破損があった場合、ただちに使用を中止し、
ベルトを調節または交換すること。 

• 本品使用中に腕を上げた状態(外転位）が適切な位置でないこと
が分かった場合には、ただちに使用を中止し、ベルトの長さを調
節すること。 

2. 不具合・有害事象 

• 発赤、かゆみ 

【保管方法及び有効期間等 】  

1) 貯蔵・保管方法 

直射日光及び火気を避け、常温で湿気の少ない清潔な場所
に保管すること。 

2) 耐用年数等 

販売後 1 年。（自社基準） 

【保守 ・点検に係る事項 】  

• 汚れた場合は水洗い（中性洗剤可）の後、水分を拭き取り、消毒
乾燥すること。 
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